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〔一〕　

序

　

白
居
易
は
生
老
病
死
を
見
詰
め
る
詩
人
で
あ
る
。
詩
歌
に
日
々
の

哀
歡
を
日
記
の
如
く
綴
り
續
け
、
死
の
前
年
と
な
る
七
十
四
歳
（
會

昌
五
年
）
に
は
、
唐
代
隨
一
と
も
言
う
べ
き
七
十
五
卷
三
八
四
〇
首

か
ら
な
る
大
集
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
今
日
ま
で
に
四
卷
が
佚
亡
し

た
も
の
の
、
作
品
全
體
の
保
存
率
は
九
割
九
分
に
達
し
て
お
り
、
現

代
の
我
々
は
一
二
〇
〇
年
前
の
中
國
を
生
き
た
文
人
の
生
涯
と
日
常

を
、
ま
る
で
手
に
取
る
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
ま
た
白
居
易
の
詩
文
を
愛
讀
す
る
者
の
僥
倖
で
あ
ろ

う
。

　

そ
の
よ
う
に
豐
饒
な
白
居
易
文
學
を
考
え
る
時
、
彼
が
如
何
な
る

對
象
を
重
點
的
か
つ
持
續
的
に
詠
じ
て
い
る
の
か
と
い
う
視
點
は
、

ほ
と
ん
ど
缺
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
い
わ
ゆ
る
「
題
材
」
に
つ
い
て
、
部
分
的
な
「
素
材
」
か
ら
全
體

的
な
「
主
題
」
ま
で
當
該
作
品
に
お
け
る
表
現
對
象
の
全
て
を
含
む

總
合
概
念
と
し
て
捉
え
る
時
、
白
詩
に
と
っ
て
そ
れ
ら
は
一
體
ど
の

よ
う
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
一
生
に

制
作
し
た
膨
大
な
作
品
の
中
か
ら
今
回
の
論
考
で
は
特
に
飮
酒
詩
を

取
り
上
げ
、
主
に
陶
淵
明
と
比
較
し
な
が
ら
作
家
と
詩
材
と
心
象
の

應
答
關
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
陶
淵
明
が
白
居
易
の

文
學
（
詩
歌
）
の
師
で
あ
っ
た
と
い
う
事
實
は
、
兩
者
の
飮
酒
詩
を

分
析
す
る
前
提
と
し
て
特
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

結
論
か
ら
言
え
ば
白
居
易
に
と
っ
て
飮
酒
詩
は
、『
白
氏
文
集
』

全
體
に
あ
っ
て
主
要
な
い
し
代
表
的
な
題
材
と
な
っ
て
い
る
。
作
者

白
居
易
飮
酒
詩
考

―
― 

陶
淵
明
と
比
較
し
て 

―
―

埋　

田　

重　

夫
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の
作
風
を
よ
り
よ
く
表
す
も
の
、
詩
人
の
作
品
群
に
お
い
て
不
可
缺

性
が
高
い
こ
と
、
享
受
史
に
あ
っ
て
著
名
で
あ
り
影
響
力
が
大
き
い

こ
と
、
以
上
三
點
の
何
れ
を
鑑
み
て
も
白
居
易
の
飮
酒
詩（

１
）が
、
そ
の

文
學
を
支
え
る
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

で
あ
ろ
う
。
彼
に
な
る
詩
歌
の
精
髓
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
こ
れ
ら
の

作
品
に
も
内
在
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の
田
園
と
飮
酒
、
李
白
の
羈
旅

と
飮
酒
、
白
居
易
の
閑
適
と
飮
酒
な
ど
の
如
く
、
複
數
の
題
材
を
相

互
に
繋
ぐ
關
係
性
に
着
目
し
て
い
く
こ
と
は
、
中
國
古
典
詩
を
味
讀

鑑
賞
す
る
際
の
有
力
な
方
法
論
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に
重
視
さ
れ
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。

〔二〕　

飮
酒
詩
の
始
原

　

概
し
て
酒
は
神
靈
（spirit

）
と
の
交
感
交
流
と
い
う
宗
教
儀
禮
と

共
に
發
生
し
、
後
世
で
は
ま
た
詩
人
の
詩
想
や
詩
興
を
深
め
る
上
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
中
華
文
明
に
お
い
て
酒
の
釀
造
の

歴
史
は
大
變
古
く
、
そ
れ
が
ま
た
文
學
の
領
域
で
豐
か
な
葉
脈
を
形

成
し
て
い
る
。
人
口
に
膾
炙
す
る
魏
武
帝
曹
操
「
短
歌
行
」
の
「
對

酒
當
歌
、
人
生
幾
何
。
譬
如
朝
露
、
去
日
苦
多
。
…
…
」（
酒
に
對む
か

へ
ば
當
に
歌
ふ
べ
し
。
人
生
ま
れ
て
幾い
く

何ば
く

ぞ
。
譬
へ
ば
朝
露
の
如
し
、
去
り

し
日
は
苦は
な
はだ
多
し
。
…
…
）
を
初
め
と
し
て
、
中
國
歴
代
の
文
學
者
達

は
夥
し
い
飮
酒
詩
を
制
作
し
て
き
た
。
そ
の
長
い
傳
統
に
あ
っ
て
東

晉
の
陶
淵
明
、
初
唐
の
王
無
功
、
盛
唐
の
李
太
白
、
中
唐
の
白
樂
天

は
、
中
國
文
學
の
〝
四
大
飮
酒
詩
人
〞
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
陶
潛

が
初
め
て
本
格
的
に
開
拓
し
た
飮
酒
詩
の
系
譜
は
、
獨
自
の
作
風
を

持
つ
王
績
へ
と
受
け
繼
が
れ
、
續
く
李
白
に
よ
っ
て
一
氣
に
開
花

し
、
さ
ら
に
白
居
易
の
登
場
を
待
っ
て
そ
の
世
界
を
一
層
充
實
さ
せ

た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

中
國
文
學
史
に
お
い
て
飮
酒
を
最
初
に
詠
う
も
の
は
、
遠
く
先
秦

の
『
詩
經
』
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る（

２
）。
確
認
で
き
た
作
例
を
分

類
整
理
し
て
詩
題
を
掲
げ
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

〔Ａ〕 

國
風
（
周
南
「
卷
耳
」
邶
風
「
柏
舟
」「
簡
兮
」「
泉
水
」
王
風
「
黍

離
」
鄭
風
「
叔
于
田
」「
女
曰
鷄
鳴
」
唐
風
「
山
有
樞
」
秦
風
「
晨
風
」

豳
風
「
七
月
」）。

　

〔Ｂ〕 

小
雅
（「
鹿
鳴
」「
常
棣
」「
伐
木
」「
魚
麗
」「
南
有
嘉
魚
」「
六
月
」

「
吉
日
」「
斯
干
」「
小
宛
」「
大
東
」「
北
山
」「
楚
茨
」「
信
南
山
」「
桑

扈
」「
頍
弁
」「
車
舝
」「
賓
之
初
筵

0

0

0

0

」「
魚
藻
」「
角
弓
」「
瓠
葉
」）。

　

〔Ｃ〕
大
雅
（「
行
葦
」「
既
醉

0

0

」「
鳧
鷖
」「
蕩
」「
抑
」「
韓
奕
」）。

　

〔Ｄ〕 
頌
（
周
頌
「
執
競
」「
豐
年
」「
載
芟
」「
絲
衣
」
魯
頌
「
有
駜
」「
泮

水
」）。
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何
か
し
ら
酒
に
言
及
す
る
詩
は
國
風
十
篇
・
小
雅
二
十
篇
・
大
雅

六
篇
・
頌
六
篇
の
多
き
に
達
し
て
お
り
、
ま
た
小
雅
の
「
賓
之
初

筵
」
と
大
雅
の
「
既
醉
」
が
飮
酒
そ
の
も
の
を
詩
題
に
し
て
い
る
こ

と
も
留
意
さ
れ
よ
う
。
豳
風
「
七
月
」
で
は
「
八
月
剝
棗
、
十
月
穫

稻
。
爲0

此
春
酒0

、
以
介
眉
壽
」
と
あ
り
、
稻
を
收
穫
し
酒
を
釀
造
し

て
老
人
に
獻
ず
る
旨
を
説
い
て
い
る
。『
詩
經
』
が
詠
う
飮
酒
の
場

面
は
、
大
き
く
獨
酌
と
對
酌
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
用
例
は

必
ず
し
も
多
く
な
い
が
、
次
の
二
首
は
そ
の
典
型
と
言
っ
て
よ
い
。

　

ⓐ 

「
陟
彼
崔
嵬
、
我
馬
虺
隤
。
我
姑
酌
彼
金
罍
、
維
以
不
永
懷

0

0

。

陟
彼
高
岡
、
我
馬
玄
黄
。
我
姑
酌
彼
兕
觥
、
維
以
不
永
傷

0

0

。」

（
周
南
「
卷
耳
」）。

　

ⓑ 

「
耿
耿
不
寐
、
如
有
隱
憂

0

0

。
微
我
無
酒
、
以
敖0

以
遊0

。」（
邶
風

「
柏
舟
」）。

　

登
高
遠
望
し
故
郷
の
人
を
想
う
時
、
あ
る
い
は
ま
た
夜
半
に
な
か

な
か
寢
付
け
な
い
折
、
そ
の
「
永
懷
」「
永
傷
」「
隱
憂
」
を
打
ち
拂

い
、「
敖
遊
」
の
境
地
に
到
ら
ん
と
し
て
酒
を
獨
り
酌
む
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
確
か
に
、
飮
酒
陶
醉
に
よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
る
忘
憂
の
效
果

が
は
っ
き
り
と
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
對
し
て
後
者
の
對
酌
は
、
近
し
い
少
數
者
で
な
さ
れ
る
も

の
と
特
定
の
集
團
の
多
數
者
で
な
さ
れ
る
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

『
詩
經
』
に
認
め
ら
れ
る
對
酌
詩
の
大
部
分
は
、
賓
客
諸
友
や
王
侯

群
臣
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
〝
燕
飮
〞
で
あ
り
、
後
世
に
な
っ
て
頻

出
す
る
兩
人
對
酌
の
詩
篇
は
極
端
に
少
な
い
。
確
認
で
き
た
作
品
の

當
該
箇
所
を
四
首
だ
け
引
用
し
て
み
る
。

　

ⓒ 

「
弋
言
加
之
、
與
子
宜
之
。
宜
言
飮
酒
、
與
子
偕
老

0

0

。」（
鄭
風

「
女
曰
鷄
鳴
」）。

　

ⓓ 

「
儐
爾
籩
豆
、
飮
酒
之
飫
。
兄
弟

0

0

既
具
、
和
樂
且
孺
。」（
小
雅

「
常
棣
」）。

　

ⓔ 

「
我
有
旨
酒
、
嘉
賓
式
燕
以
敖
。
…
…
我
有
旨
酒
、
以
燕
樂
嘉

賓
之
心
。」（
小
雅
「
鹿
鳴
」）。

　

ⓕ 

「
君
子
有
酒
、
酌
言
嘗
之
。
…
…
君
子
有
酒
、
酌
言
獻
之
。
…
…

君
子
有
酒
、
酌
言
酢
之
。
…
…
君
子
有
酒
、
酌
言
醻
之
。」（
小

雅
「
瓠
葉
」）。

　

ⓒ
と
ⓓ
は
そ
れ
ぞ
れ
夫
婦
と
兄
弟
の
飮
酒
場
面
を
敍
述
し
、
ⓔ
と

ⓕ
は
集
團
に
よ
る
酒
宴
の
樣
子
を
描
寫
し
て
い
る
。
宴
會
を
詠
う
多

く
の
詩
の
中
で
も
、
例
え
ば
小
雅
の
桑
扈
之
什
に
收
め
ら
れ
る
「
賓
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之
初
筵
」
で
は
、
全
五
章
を
通
し
て
酒
宴
の
時
系
列
的
な
進
行
が
詳

述
さ
れ
、
群
臣
の
豪
快
な
痛
飮
の
樣
子
が
活
寫
さ
れ
て
い
る
。
亂
醉

そ
の
も
の
を
詩
材
に
し
た
最
も
早
い
作
品
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
參

考
ま
で
に
第
三
章
と
第
四
章
を
掲
出
し
て
み
る
。

　

ⓖ 

「
賓
之
初
筵
、
温
温
其
恭
。
其
未
醉
止
、
威
儀
反
反
。
曰
既
醉

止
、
威
儀
幡
幡
。
舍
其
坐
遷

0

0

0

0

、
屢
舞
僊
僊

0

0

0

0

。
其
未
醉
止
、
威

儀
抑
抑
。
曰
既
醉
止
、
威
儀
怭
怭
。
是
曰
既
醉
、
不
知
其
秩
。

〔
以
上
第
三
章
〕
賓
既
醉
止
、
載
號
載
呶

0

0

0

0

。
乱0

我0

籩0

豆0

、
屢
舞

0

0

0

0

。
是
曰
既
醉
、
不
知
其
郵
。
側
弁
之
俄

0

0

0

0

、
屢
舞

0

0

傞
傞

0

0

。
既

醉
而
出
、
竝
受
其
福
。
醉
而
不
出
、
是
謂
伐
徳
。
飮
酒
孔
嘉
、

維
其
令
儀
。〔
以
上
第
四
章
〕」（
小
雅
「
賓
之
初
筵
」）。

　
「
賦
」（
直
敍
）
の
技
法
に
據
っ
て
〝
無
禮
講
〞
を
克
明
に
述
べ
た

も
の
。
傍
點
部
に
あ
る
醉
漢
の
狂
態
は
、
宴
飮
の
場
を
特
徴
づ
け
る

も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
事
柄
に
關
連
し
て
本

詩
の
主
旨
が
、
終
末
二
句
の
「
飮
酒
孔
嘉
、
維
其
令
儀
」（
飮
酒
の
孔は
な
は

だ
嘉
き
は
、
惟こ

れ
其
の
令
儀
な
り
）
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
『
詩
經
』
に
お
け
る
飮
酒
場
面
の
多
さ
は
、

當
然
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
語
彙
の
豐
か
さ
に
も
反
映
し
て
い
る
。

酒
・
醴
・
漿
・
春
酒
・
旨
酒
・
清
酒
・
朋
酒
・
酒
漿
・
酒
食
・
酒

醴
…
…
な
ど
の
名
詞
、
飮
・
嘗
・
醉
・
酌
・
釃
・
酤
・
醻
・
酢
・

湑
・
飮
餞
・
爲
酒
・
燕
飮
…
…
な
ど
の
動
詞
が
容
易
に
見
出
せ
る
。

『
詩
經
』
で
展
開
さ
れ
る
素
朴
な
飮
酒
の
詩
境
は
、
そ
の
後
の
漢
魏

六
朝
時
代
に
到
る
と
さ
ら
に
洗
練
さ
れ
複
雜
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
。
飮
酒
に
耽
溺
す
る
文
人
の
系
譜
と
し
て
は
、
三
國
魏
の
曹
植
や

竹
林
の
七
賢
（
阮
籍
・
山
濤
・
嵇
康
・
向
秀
・
劉
伶
・
阮
咸
・
王
戎
）
の

存
在
も
大
き
い
が
、
こ
の
營
爲
を
自
己
の
人
生
と
文
學
に
缺
か
せ
な

い
柱
に
据
え
た
の
は
、
東
晉
の
田
園
詩
人
と
し
て
名
高
い
陶
淵
明
に

他
な
ら
な
い
。
次
節
で
は
彼
の
飮
酒
詩
に
焦
點
を
絞
っ
て
、
そ
の
特

色
と
傾
向
に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
分
析
し
て
み
た
い
と
思
う
。

〔三〕　

陶
淵
明
の
飮
酒
詩

　

陶
淵
明
は
東
晉
か
ら
劉
宋
へ
と
王
朝
が
交
替
す
る
時
代
を
生
き
た

知
識
人
で
あ
る
。
苛
烈
な
權
力
闘
爭
の
場
か
ら
距
離
を
置
き
、
故
郷

の
江
州
柴
桑
に
戻
っ
て
「
躬
耕
」「
固
窮
」「
守
拙
」
の
生
涯
を
送
っ

た
文
學
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
中
國
文
學
に
お
け
る
陶
淵
明
の
特
異

性
は
、
士
大
夫
の
身
分
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
農
耕
に
從
事
し
、
そ
こ

か
ら
從
前
に
は
無
い
田
園
詩
の
世
界
を
創
成
し
た
事
實
に
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
田
園
文
學
に
あ
っ
て
、
飮
酒
と
い
う
行
爲
は
極
め
て
大
き
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な
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　

彼
と
酒
と
の
深
い
因
縁
は
、
先
ず
自
傳
と
も
言
う
べ
き
「
五
柳
先

生
傳
」（
清
代
陶
澍
『
靖
節
先
生
集
』
卷
六
）
に
、「
性
嗜
酒
、
家
貧
不

能
常
得
。
新
舊
知
其
如
此
、
或
置
酒
而
招
之
。
造
飮
輙
盡
、
期
在
必

0

0

0

醉0

。
既
醉
而
退
、
曾
不
吝
情
去
留
。
…
…
贊
曰
、
…
…
酣
觴
賦
詩
、

以
樂
其
志
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
加
え
て
生
前
の
陶

淵
明
と
親
し
く
交
際
し
た
顏
延
之
に
な
る
「
陶
徴
士
誄
并
序
」（『
文

選
』
卷
五
十
七
所
收
）
が
、「
…
…
性
樂
酒
徳

0

0

、
簡
棄
煩
促
、
就
成
省

曠
。
…
…
晨
烟
暮
靄
、
春
煦
秋
陰
、
陳
書
輟
卷
、
置
酒
絃
琴
。
…
…

念
昔
宴
私
、
擧
觴
相
誨
」
と
「
酒
徳
」
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
蓋
然
性
を
補
強
し
よ
う
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
現
存
す
る

陶
淵
明
の
作
品
百
三
十
餘
篇
に
あ
っ
て
、
素
材
な
い
し
題
材
と
し
て

酒
を
詠
う
も
の
が
實
に
夥
し
い
數
に
上
っ
て
い
る
と
い
う
事
實
で
あ

る
。
飮
酒
を
話
題
に
す
る
全
て
の
詩
文
を
列
擧
し
、
併
せ
て
收
録
卷

數
も
記
し
て
み
る
。
因
み
に
※
印
は
飮
酒
を
題
材
に
す
る
も
の
を
表

し
て
い
る
。

　

 

○
「
停
雲
并
序
」
○
「
時
運
并
序
」
○
「
酬
丁
柴
桑
」
○
「
答
龐

參
軍
」（
以
上
卷
一
）
○
「
形
影
神
并
序
〔
形
贈
影
・
影
答
形
・
神

釋
〕」
○
「
九
日
閑
居
」
○
「
歸
園
田
居
五
首
〔
其
五
〕」
○
「
遊

斜
川
并
序
」
○
「
乞
食
」
○
「
諸
人
共
游
周
家
墓
柏
下
」
○
「
答

龐
參
軍
并
序
」
○
「
※
連
雨
獨
飮
」
○
「
移
居
二
首
其
二
」
○

「
和
劉
柴
桑
」
○
「
和
郭
主
簿
二
首
〔
其
一
・
其
二
〕」
○
「
歳
暮

和
張
常
侍
」
○
「
和
胡
西
曹
示
顧
賊
曹
」（
以
上
卷
二
）
○
「
癸
卯

歳
始
春
懷
古
田
舍
二
首
〔
其
二
〕」
○
「
還
舊
居
」
○
「
己
酉
歳

九
月
九
日
」
○
「
庚
戌
歳
九
月
中
於
西
田
穫
早
稻
」
○
「
※
飮
酒

二
十
首
并
序
〔
序
・
其
一
・
其
三
・
其
七
・
其
八
・
其
九
・
其

十
三
・
其
十
四
・
其
十
八
・
其
十
九
・
其
二
十
〕
○
「
※
止
酒
」

○
「
※
述
酒
」
○
「
責
子
」
○
「
蜡
日
」（
以
上
卷
三
）
○
「
擬
古

九
首
〔
其
一
・
其
七
〕」
○
「
雜
詩
十
二
首
〔
其
二
・
其
四
・
其

八
〕」
○
「
詠
貧
士
」
○
「
詠
二
䟽
」
○
「
讀
山
海
經
〔
其
一
・

其
二
・
其
三
〕」
○
「
挽
歌
詩
三
首
〔
其
一
・
其
二
〕」（
以
上
卷

四
）
○
「
歸
去
來
兮
辭
」（
以
上
卷
五
）
○
「
晉
故
征
西
大
將
軍
長

史
孟
府
君
傳
」
○
「
五
柳
先
生
傳
」
○
「
扇
上
畫
贊
〔
六
〕
鄭
次

都
」（
以
上
卷
六
）
○
「
祭
程
氏
妹
文
」
○
「
祭
從
弟
敬
遠
之
」
○

「
自
祭
文
」（
以
上
卷
七
）。

　

こ
れ
ら
の
作
品
を
精
讀
し
て
最
初
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
陶
氏

自
ら
が
糯
米
を
栽
培
し
地
酒
を
釀
造
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ

に
も
田
園
に
生
き
田
園
に
死
せ
ん
と
す
る
こ
の
文
人
の
處
世
が
如
實
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に
現
れ
て
い
る
。
自
給
自
足
の
貧
窮
生
活
に
お
い
て
は
、
何
時
で
も

何
處
で
も
自
由
に
酒
を
手
に
で
き
る
譯
で
は
な
く
、
限
定
さ
れ
た
機

會
で
あ
る
が
故
に
、
飮
酒
に
對
す
る
思
い
入
れ
や
執
着
が
な
お
強

ま
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
し
て
こ
の
自
ら
造
っ
て
飮
む
と
い
う

生
活
樣
式
は
、
淵
明
に
私
淑
し
敬
慕
し
續
け
た
白
氏
に
そ
の
ま
ま
直

に
繼
承
さ
れ
て
い
る
。
居
易
も
ま
た
酒
造
り
に
造
詣
が
深
く
、
そ
れ

に
精
魂
を
傾
け
た
文
人
で
あ
っ
た
。
た
だ
兩
者
の
著
し
い
違
い
は
、

「
躬
耕
」
と
「
固
窮
」
に
生
き
た
淵
明
が
、
自
由
氣
儘
に
酒
を
飮
め

な
か
っ
た
の
に
對
し
、
七
十
歳
で
致
仕
す
る
ま
で
決
し
て
官
位
俸
祿

を
手
放
さ
な
か
っ
た
白
居
易
が
、
そ
の
豐
か
な
經
濟
基
盤
を
背
景
に

し
て
上
等
な
酒
を
思
う
存
分
に
造
り
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で

あ
る
。
二
人
は
官
僚
と
し
て
「
兼
濟
」
を
捨
て
「
獨
善
」
を
選
ん
だ

人
生
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
現
實
の
生
活
に
向
き
合
う
姿
勢
や
考

え
方
は
相
當
に
異
質
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
酒
造
り
に

觸
れ
る
陶
詩
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

　

⑴ 

「
…
…
漉
我
新
熟
酒
、
隻
雞
招
近
局
。
…
…
」（「
歸
園
田
居
五
首

其
五
」）。

　

⑵ 

「
…
…
春
秫
作
美
酒
、
酒
熟
吾
自
斟
。
弱
子
戲
我
側
、
學
語
未

成
音
。
…
…
」（「
和
郭
主
簿
二
首
其
一
」）。

　

⑶ 

「
…
…
彭
澤
去
家
百
里
、
公
田
之
利
、
足
以
爲
酒
。
故
便
求

之
。
…
…
」（「
歸
去
來
兮
辭
并
序
」）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
陶
氏
自
ら
釀
し
た
酒
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が

「
醪
」（
三
例
）「
新
醪
」（
一
例
）「
春
醪
」（
三
例
）「
時
醪
」（
一
例
）

「
濁
酒
」（
三
例
）
と
表
現
さ
れ
る
〝
ど
ぶ
ろ
く
〞
で
あ
り
、
清
酒
を

表
す
用
例
は
「
清
酤
」「
清
酌
」
の
僅
か
二
例（

３
）
に
留
ま
っ
て
い
る
。

し
か
も
そ
れ
ら
の
清
ら
か
な
酒
は
、
入
手
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い

對
象
や
自
身
の
葬
儀
に
お
け
る
祭
壇
の
供
物
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
酒
中
仙
李
白
が
「
蘭
陵
美
酒
鬱
金
香

0

0

0

、
玉
椀

0

0

盛
來
琥
珀
光

0

0

0

。」

（「
客
中
作
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
八
一
）
と
詠
っ
た
透
明
で
輝
き
に
滿
ち

た
酒
の
詩
的
心
象
は
、
陶
淵
明
の
文
學
に
は
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
當
該
作
品
を
三
首
だ
け
紹
介
し
て
み
る
。

　

⑷ 

「
…
…
靜
寄
東
軒
、
春
醪

0

0

獨
撫
。
良
朋
悠
邈
、
掻
首
延
佇
。
…
…

有
酒
有
酒
、
閑
飮
東
窗
。
願
言
懷
人
、
舟
車
靡
從
。
…
…
」

（「
停
雲
并
序（
４
）」）。

　

⑸ 
「
…
…
茅
茨
已
就
治
、
新
疇
復
應
畬
。
谷
風
轉
淒
薄
、
春
醪
解

0

0

0

飢
劬

0

0

。
弱
女
雖
非
男
、
慰
情
良
勝
無
。
…
…
」（「
和
劉
柴
桑
」）。

　

⑹ 

「
…
…
萬
化
相
尋
異
、
人
生
豈
不
勞
。
從
古
皆
有
沒
、
念
之
中
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心
焦
。
何
以
稱
我
情
、
濁
酒

0

0

且
自
陶
。
千
載
非
所
知
、
聊
以
永

今
朝
。」（「
己
酉
歳
九
月
九
日
」）。

　

各
詩
は
懷
友
・
農
耕
・
死
生
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
見

え
る
「
春
醪
」「
濁
酒
」
の
詩
語
は
、
田
園
詩
特
有
の
情
趣
を
最
も

濃
厚
に
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
彼
が
詠
じ
る
酒
の
多
く
は
、
早

朝
か
ら
夕
方
ま
で
續
く
農
作
業
を
終
え
て
よ
う
や
く
歸
宅
し
た
後
、

一
日
の
「
飢
」
え
や
「
劬つ

か

」
れ
を
暫
し
癒
し
て
く
れ
る
獨
酌
で
あ

り
、
自
ら
「
素
心
人
」（「
移
居
二
首
其
一
」・
卷
二
）
と
呼
ぶ
純
朴
な

近
隣
農
民
と
の
樂
し
い
對
酌
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
飮
酒

詩
は
田
園
と
い
う
環
境
の
中
で
、
そ
の
獨
特
な
詩
境
を
際
立
た
せ
て

い
る
。

　

⑺ 

「
…
…
日
入
相
與
歸
、
壺
漿
勞
近
鄰
。
長
吟
掩
柴
門
、
聊
爲
隴

畝
民
。」（「
癸
卯
歳
始
春
懷
古
田
舍
二
首
其
二
」）。

　

⑻ 

「
…
…
開
春
理
常
業
、
歳
功
聊
可
觀
。
晨
出
肆
微
勤
、
日
入
負

耒
還
。
…
…
四
體
誠
乃
疲
、
庶
無
異
患
干
。
盥
濯
息
簷
下
、
斗

酒
散
襟
顏
。
…
…
」（「
庚
戌
歳
九
月
中
於
西
田
穫
早
稻
」）。

　

⑼ 

「
故
人
賞
我
趣
、
挈
壺
相
與
至
。
班
荊
坐
松
下
、
數
斟
已
復
醉
。

父
老
雜
亂
言
、
觴
酌
失
行
次
。
…
…
」（「
飮
酒
二
十
首
并
序
其
十

四
」）。

　

こ
の
よ
う
に
陶
淵
明
は
本
當
に
酒
を
愛
し
た
人
と
言
え
る
。
そ
れ

だ
け
に
貧
窮
に
よ
っ
て
好
き
な
酒
を
滿
足
に
飮
め
な
い
渇
望
感
は
想

像
す
る
に
餘
り
あ
る
。
こ
の
種
の
滿
た
さ
れ
な
い
思
い
の
強
さ
は

「
余
閑
居
、
愛
重
九
之
名
。
秋
菊
盈
園
、
而
持
醪
靡
由
。
…
…
塵
爵

恥
虚
罍
、
寒
華
徒
自
榮
。」（「
九
日
閑
居
并
序
」）「
傾
壺
絶
餘
瀝
、
闚

竈
不
見
煙
。」（「
詠
貧
士
七
首
其
二
」）「
在
世
無
所
須
、惟
酒
與
長
年
。」

（「
讀
山
海
經
十
三
首
其
五
」）「
但
恨
在
世
時
、
飮
酒
不
得
足
」（「
挽
歌

詩
三
首
其
一
」）「
在
昔
無
酒
飮
、
今
但
湛
空
觴
。」（「
同
前
其
二
」）
の

如
く
、
そ
の
詩
文
集
の
隨
處
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
一

時
的
の
も
の
で
は
な
く
、
生
涯
を
通
し
て
付
き
纏
っ
た
缺
損
感
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
こ
の
心
情
は
四
十
一
歳
で
出
仕
に

見
切
り
を
つ
け
、「
帰
去
来
兮
、
田
園
将
蕪
、
胡
不
帰
」（「
帰
去
来
兮

辞
并
序
」）
と
歸
田
を
決
意
し
た
頃
か
ら
急
速
に
強
ま
っ
て
い
る
。
彼

を
そ
れ
程
ま
で
に
拘
泥
さ
せ
た
飮
酒
の
魅
力
と
は
何
か
。
最
後
に
檢

討
す
べ
き
は
、
酒
境
を
專
一
に
詠
う
狹
義
の
飮
酒
詩
で
あ
る
。

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
飮
酒
を
題
材
に
す
る
詩
篇
は
、「
連
雨
獨
飮
」

「
飮
酒
二
十
首
并
序
」「
止
酒
」「
述
酒
」
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
う
ち
「
止
酒
」
は
二
十
句
全
て
に
「
止
」
字
を
配
置
し
た
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い
わ
ゆ
る
〝
斷
酒
詩
〞
で
あ
る
が
、
本
詩
の
妙
味
は
反
復
連
鎖
か
ら

な
る
修
辭
技
法
の
驅
使
に
あ
り
、
か
つ
「
止
酒
」
と
い
う
詩
題
や
表

現
と
は
裏
腹
に
、
飮
酒
に
對
す
る
強
烈
な
拘
泥
に
根
差
し
て
詠
わ
れ

て
い
る
點
に
あ
る
。
ま
た
「
述
酒
」
は
詩
中
に
飮
酒
場
面
が
全
く
登

場
し
な
い
寓
意
詩
で
あ
り
、
劉
裕
に
扼
殺
さ
れ
た
東
晉
最
後
の
天
子

恭
帝
へ
の
哀
悼
歌
と
も
さ
れ
る
難
解
な
作
品
で
あ
る
。
今
こ
の
二
篇

を
除
外
し
て
考
え
る
時
、「
連
雨
獨
飮
」
と
「
飮
酒
二
十
首
并
序
」

は
、
陶
淵
明
に
な
る
飮
酒
詩
の
中
心
部
を
な
し
て
い
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
先
ず
「
連
雨
獨
飮
」
の
全
文
を
掲
出
し
て
み
る
。

　

⑽ 

「
運
生
會
歸
盡
、
終
古
謂
之
然
。
世
間
有
松
喬
、
於
今
定
何
間
。

故
老
贈
余
酒
、
乃
言
飮
得
仙

0

0

0

。
試
酌
百
情
遠
、
重
觴
忽
忘
天
。

天
豈
去
此
哉
、
任
眞
無
所
先
。
雲
鶴
有
奇
翼
、
八
表
須
臾
還
。

自
我
抱
茲
獨
、
僶
俛
四
十
年
。
形
骸
久
已
化
、
心
在
復
何
言
。」

（「
連
雨
獨
飮
」）。

　

説
理
と
抒
情
の
詠
出
に
最
も
適
性
の
高
い
五
言
古
體
詩
で
あ
る
。

命
は
必
ず
盡
き
る
と
の
前
提
か
ら
説
き
起
こ
し
、
不
老
長
生
を
會
得

し
た
古
代
の
仙
人
（
赤
松
子
と
王
子
喬
）
は
、
も
は
や
何
處
に
も
存

在
し
な
い
と
結
論
づ
け
る
。
そ
し
て
農
村
の
長
老
か
ら
贈
ら
れ
た
酒

を
飮
む
こ
と
で
、
自
ら
が
體
感
し
た
こ
の
世
の
仙
境
を
具
體
的
に

語
っ
て
み
せ
る
。
一
杯
ま
た
一
杯
と
酒
を
飮
み
干
せ
ば
、
世
俗
の
あ

ら
ゆ
る
感
情
は
遠
の
き
、
忽
焉
と
天
空
の
存
在
す
ら
忘
れ
て
し
ま

う
。
そ
し
て
そ
こ
に
初
め
て
自
分
と
世
界
の
障
壁
が
消
失
し
た
忘
我

自
適
の
境
地
が
出
現
す
る
。
陶
淵
明
が
「
任
眞
」
と
説
く
醉
境
で
あ

り
仙
境
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
時
間
は
限
り
な
く
伸
長
し
、
空
間
は
何

處
ま
で
も
擴
大
し
て
い
く
。
詩
句
に
見
え
る
「
八
表
」（
宇
宙
の
果
て
）

へ
と
飛
翔
す
る
「
雲
鶴
」（
仙
人
の
乘
り
物
）
は
、
飮
酒
の
效
能
そ
の

も
の
を
比
喩
し
象
徴
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
酒
が
誘
う
酩
酊

陶
醉
は
、
一
時
的
で
あ
れ
時
間
空
間
の
限
界
や
人
間
社
會
の
桎
梏
を

融
解
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
飮
酒
の
場
に
お
い
て
陶
淵
明
が
最
も
大

切
に
し
た
こ
と
は
、
一
旦
飮
む
か
ら
に
は
必
ず
醉
い
を
盡
く
す
と
い

う
一
點
に
あ
っ
た
。「
五
柳
先
生
傳
」
が
「
期
在
必
醉
」
と
述
べ
る

理
由
も
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
條
件
下
で
は
、
醪

に
ご
り
ざ
けの
旨
さ

を
し
み
じ
み
と
味
わ
う
と
い
う
要
素
は
相
對
的
に
後
退
し
て
い
る
。

陶
氏
の
數
多
い
飮
酒
表
現
の
中
で
酒
の
旨
み
を
描
く
の
が
、「
我
有

旨
酒
、
與
汝
樂
之
」（「
答
龐
參
軍
并
序
」）「
悠
悠
迷
所
留
、
酒
中
有

深
味
」（「
飮
酒
二
十
首
并
序
其
十
四
」）
の
二
例
に
過
ぎ
な
い
こ
と
は
、

こ
う
し
た
指
摘
の
根
據
に
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
ま

た
、
酒
の
味
を
殊
の
外
重
視
す
る
白
居
易
と
大
き
な
違
い
を
示
し
て
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い
る
。

　

次
に
取
り
上
げ
る
「
飮
酒
二
十
首
并
序
」
は
長
大
な
連
作
詩
で
あ

る
が
、
作
者
自
身
の
序
文
は
そ
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
次
の
樣
に
記

し
て
い
る
。

　

 

余
閑
居
寡
歡
、
兼
比
夜
已
長
。
偶
有
名
酒
、
無
夕
不
飮
。
顧
影
獨

盡
、
忽
焉
復
醉
。
既
醉
之
後
、
輒
題
數
句
自
娯
。
紙
墨
遂
多
、
辭

無
詮
次
。
聊
命
故
人
書
之
、
以
爲
歡
笑
爾
。

　

偶
然
に
名
酒
を
得
た
こ
と
を
契
機
に
し
て
、
秋
の
夜
長
に
自
ら
の

影
法
師
を
相
手
に
獨
酌
酣
醉
し
た
こ
と
を
詠
う
。「
既
醉
之
後
、
輒

題
數
句
自
娯
」
の
言
葉
か
ら
、
淵
明
に
と
っ
て
飮
酒
が
作
詩
の
契
機

と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
陶
醉
の
な
か
に
も
正
確
な
作

詩
の
技
法
が
働
い
て
お
り
、
酩
酊
の
う
ち
に
も
覺
醒
の
感
覺
が
あ

る
。
中
國
の
優
れ
た
飮
酒
詩
の
系
譜
に
等
し
く
見
出
せ
る
要
素
と
言

え
よ
う
。

　
「
飮
酒
二
十
首
并
序
」
は
恐
ら
く
一
度
に
製
作
し
た
の
で
は
な
く
、

一
定
の
時
間
を
か
け
て
編
成
さ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
も

酒
を
全
く
登
場
さ
せ
な
い
詩
篇
十
首
（
其
二
・
其
四
・
其
五
・
其
六
・

其
十
・
其
十
一
・
其
十
二
・
其
十
五
・
其
十
六
・
其
十
七
）
を
含
ん
で
お

り
、
實
に
全
體
の
半
分
が
飮
酒
中
な
い
し
飮
酒
後
に
生
じ
た
で
あ
ろ

う
感
慨
や
思
索
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
歴
代
の
知
識
人

（
伯
夷
・
叔
齊
・
榮
啓
期
・
夏
黄
公
・
綺
里
季
・
顏
回
・
張
良
公
・
楊
仲
理
・

劉
孟
公
）
の
生
き
方
が
個
々
に
檢
證
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
作
者

の
覺
め
た
眼
差
し
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
飮
酒
詩
は
單
に
酩
酊
を

詠
う
文
學
で
は
な
い
。
む
し
ろ
酒
を
飮
む
こ
と
を
端
緒
に
し
て
、
そ

こ
か
ら
深
い
思
索
を
紡
ぎ
出
す
題
材
詩
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
飮

酒
に
直
接
言
及
す
る
殘
り
十
首
の
中
か
ら
、
注
目
す
べ
き
作
品
と
し

て
「
其
七
」
を
掲
示
し
て
み
た
い
。「
結
廬
在
人
境
、
而
無
車
馬
喧
」

で
始
ま
る
「
其
五
」
と
竝
ぶ
名
作
で
あ
る
。

　

⑾ 

「
秋
菊
有
佳
色
、
裛
露
掇
英
。
汎
此
忘
憂
物
、
遠
我
遺
世
情
。

一
觴
雖
獨
進
、
杯
盡
壺
自
傾
。
日
入
羣
動
息
、
歸
鳥
趨
林
鳴
。

嘯
傲
東
軒
下
、
聊
復
得
此
生
。」（「
飮
酒
二
十
首
并
序
其
七
」）。

　

醉
と
吟
を
一
體
化
さ
せ
て
、
今
こ
の
瞬
間
を
生
き
て
い
る
實
感
を

確
認
し
吐
露
し
た
も
の
。
陰
暦
九
月
九
日
の
重
陽
節
に
芳
し
い
菊
の

花
弁
を
摘
み
取
り
、
そ
れ
を
酒
杯
に
浮
か
べ
て
飮
む
と
、
憂
愁
も
俗

念
も
遙
か
に
遠
く
退
い
て
滿
ち
足
り
た
心
地
に
な
る
。
第
六
句
「
杯

盡
壺
自
傾
」
の
表
現
が
秀
逸
で
あ
る
。
彼
は
し
ば
し
ば
酒
を
「
忘
憂



33

白
居
易
飮
酒
詩
考
（
埋
田
）

物
」（「
飮
酒
二
十
首
其
七
」）「
杯
中
物
」（「
責
子
」）
と
呼
び
、
そ
の
意

義
を
「
忘
彼
千
載
憂
」（「
遊
斜
川
并
序
」）「
酒
能
祛
百
慮
」（「
九
日
閑

居
」）
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
詩
人
に
と
っ
て
「
千
載
憂
」（
永
遠
に

解
消
で
き
な
い
畏
怖
）
が
も
し
「
生
者
必
滅
」
を
意
味
し
て
い
る
と
す

る
な
ら
ば
、
人
間
を
強
く
縛
り
付
け
固
く
閉
じ
込
め
て
い
る
も
の
か

ら
解
放
し
て
く
れ
る
醉
境
仙
境
は
、
そ
れ
が
刹
那
な
非
日
常
で
あ
る

が
故
に
、
な
お
さ
ら
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
と
し
て
實
感
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
陶
淵
明
に
と
っ
て
の
飮
酒
は
氣
が
置
け
な
い
人
々
と
の

社
交
の
具
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
辛
く
苦
し
い
現
實
社
會
に
お
い

て
死
生
を
超
越
す
る
場
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
こ
そ

は
、
白
居
易
が
飮
酒
な
る
營
爲
の
中
で
追
究
し
續
け
た
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
節
で
は
と
り
わ
け
陶
白
の
共
通
點
と
相

違
點
に
留
意
し
な
が
ら
、
白
居
易
の
作
品
を
集
中
的
に
檢
討
し
て
み

た
い
。

〔四〕　

白
居
易
の
飮
酒
詩

　

陶
淵
明
と
白
居
易
は
酒
を
愛
し
た
人
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
弊

害
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い
た
。
擬
人
法
と
三
副
對
を
併
用
し
た
淵

明
の
「
形
影
神
并
序
」
神
釋
（
卷
二
）
に
は
、「
日
醉
或
能
忘
、
將

非
促
齡
具
」
と
あ
り
、
酒
が
壽
命
を
縮
め
る
可
能
性
を
述
べ
て
い

る
。
同
じ
く
居
易
も
「
對
酒
自
勉
」〔
1329
〕
で
、「
肺
傷
雖
怕
酒
、
心

健
尚
誇
詩
」
と
説
き
、
酒
が
呼
吸
器
に
惡
影
響
を
與
え
る
と
明
言
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
陶
白
の
二
人
は
、
こ
れ
ら
の
負
的
側
面
を

凌
駕
す
る
も
の
と
し
て
酒
の
效
用
を
語
り
、
な
お
か
つ
そ
の
酒
境
を

己
が
文
學
に
不
可
缺
な
要
素
と
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の
殘
存
作
品
數

が
百
三
十
首
程
度
で
あ
る
の
に
對
し
て
、
白
居
易
の
そ
れ
が
三
八
四

〇
首
に
及
ぶ
こ
と
は
、
彼
が
質
量
と
も
に
中
國
飮
酒
詩
の
巨
峰
を
形

成
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

白
居
易
自
ら
「
銷
愁
物
」「
忘
憂
物
」「
銷
憂
藥
」「
賢
聖
物
」「
神

聖
杯
」「
緑
蟻
盃
」「
盃
（
中
・
裏
）
物
」「
盃
中
淥
」「
盃
中
神
聖
物
」

「
銷
憂
治
悶
藥
」 

…
…
と
呼
ぶ
酒
は
、
そ
の
別
集
で
あ
る
『
白
氏
文

集
』
に
遍
在
し
て
い
る
。
詩
題
に
酒
・
醉
・
飮
・
宴
…
…
を
含
む
も

の
や
詩
句
で
飮
酒
を
話
題
に
す
る
全
て
の
作
品
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら

を
彼
の
傳
記
に
即
し
て
時
系
列
に
竝
べ
直
す
と
、
興
味
深
い
特
色
と

傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
飮
酒
詩
の
總
計
は
二
六
八
首
を

數
え
、
七
十
五
年
の
生
涯
に
お
け
る
最
も
早
い
の
は
、「
華
陽
觀
桃

花
時
、
招
李
六
拾
遺
飮
」〔
0623
〕（
三
十
四
歳
〜
三
十
五
歳
・
長
安
・
校

書
郎
）
で
あ
り
、
逆
に
最
も
晩
い
の
は
「
胡
吉
鄭
盧
張
等
六
賢
、
皆

多
年
壽
、
予
亦
次
焉
。
偶
於
弊
居
合
成
尚
齒
之
會
、
七
老
相
顧
、
既

醉
甚
歡
。
靜
而
思
之
、
此
會
稀
有
。
因
成
七
言
六
韻
以
紀
之
、
傳
好
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事
者
」〔
3640
〕（
七
十
四
歳
・
洛
陽
・
刑
部
尚
書
致
仕
）
と
な
っ
て
い
る
。

白
氏
飮
酒
詩
は
看
花
・
交
友
で
始
ま
り
、
宴
樂
・
死
生
で
終
わ
っ
た

の
で
あ
る
。
人
と
人
の
心
理
的
隔
た
り
を
瞬
時
に
解
消
す
る
酒
の
力

は
、
居
易
の
長
い
官
僚
生
活
で
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
白
居
易
は
獨
酌
以
上
に
對
酌
が
好
き
で
あ
り
、
官
界
の
知
人
友

人
に
飮
酒
を
誘
う
詩
を
數
多
く
遺
し
て
い
る
。
長
安
や
洛
陽
の
大
都

市
に
住
む
彼
が
親
し
く
交
際
す
る
士
大
夫
は
、
牛
僧
孺
・
裴
度
・
令

狐
楚
・
李
紳
・
元
稹
・
李
建
・
劉
禹
錫
…
…
と
い
う
宰
相
經
驗
者
を

含
む
錚
々
た
る
政
府
高
官
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
究
極

が
、
洛
陽
履
道
里
邸
で
開
催
さ
れ
た
七
十
歳
以
上
の
老
人
に
よ
る

〝
尚
齒
會
〞
で
あ
っ
た
こ
と
は
誠
に
象
徴
的
で
あ
る
。
功
を
遂
げ
名

を
成
し
壽
を
得
た
儒
家
的
至
福
が
、
こ
こ
に
は
確
か
に
發
現
し
て
い

る
。〝
尚
齒
會
〞
を
詠
う
最
後
の
二
句
が
「
除
却
三
山
五
天
竺
、
人

間
此
會
更
應
無
」
と
斷
ず
る
所
以
で
あ
る
。

　

ま
た
飮
酒
詩
全
體
を
年
代
別
に
再
編
成
し
て
み
る
と
、
三
十
代

（
十
一
首
）
四
十
代
（
四
十
一
首
）
五
十
代
（
九
十
首
）
六
十
代
（
一
〇

三
首
）
七
十
代
（
二
十
三
首
）
と
な
っ
て
お
り
、
飮
酒
の
習
慣
が
一
生

を
通
じ
て
保
持
さ
れ
、
こ
の
題
材
詩
の
多
作
期
が
五
十
歳
以
降
の
後

半
生
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
妓
女
同
席
の
酒
宴
を
描
寫
す

る
詩
篇
の
多
く
が
、
杭
州
お
よ
び
蘇
州
の
刺
史
外
任
期
と
洛
陽
の
吏

隱
退
居
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
居
易
が
所

有
し
た
家
妓
で
あ
る
桃
葉
（
陳
結
之
）
や
春
草
（
樊
素
）
ら
が
飮
酒
詩

に
し
ば
し
ば
詠
出
さ
れ
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

概
し
て
彼
の
酒
は
、
杜
甫
の
よ
う
に
身
心
を
傷
つ
け
損
な
う
も

の
―
― 「
艱
難
苦
恨
繁
霜
鬢
、
潦
倒
新
停
濁
酒
杯
」（「
登
高
」・『
全
唐

詩
』
卷
二
二
七
） 

―
―
で
あ
る
よ
り
は
、
そ
の
生
活
に
喜
び
と
潤
い
を

與
え
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
觀
察
さ
れ
る
。
魏
晉
の
劉
伶
「
酒
徳

頌
」（『
文
選
』
卷
四
十
七
）
に
準
え
た
「
酒
功
贊
并
序
」〔
2938
〕
の
創

作
は
、
こ
の
點
を
明
瞭
に
表
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、

丁
母
憂
の
下
邽
や
貶
謫
先
の
江
州
で
作
ら
れ
た
飮
酒
詩
に
は
、
鬱
屈

し
た
感
情
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
題
材
と
し
て
の
作

風
と
人
生
の
遍
歴
と
は
、
複
雜
な
明
暗
を
伴
い
な
が
ら
分
か
ち
難
く

繋
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
飮
酒
詩
二
六
八
首
を
通
讀
し
て
確
認
さ
れ
る
第
一
の
特

徴
は
、
こ
の
詩
人
が
終
生
敬
愛
し
た
陶
淵
明
に
見
倣
っ
て
、
自
ら
酒

の
釀
造
に
深
く
關
與
し
て
い
る
事
實
で
あ
る
。
そ
の
萌
芽
は
早
く

も
、
母
親
陳
氏
の
服
喪
の
た
め
に
渭
村
下
邽
に
退
居
し
て
い
た
元

和
八
年
（
八
一
三
）
四
十
二
歳
作
「
效
陶
潛
體
十
六
首
并
序
」〔
0212
〜

0228
〕
の
序
文
「
…
…
會
家
醞
新
熟
、
雨
中
獨
飮
」
同
じ
く
其
六
「
頼

逢
家
醞
熟
、
不
覺
過
朝
昏
」
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
本
格
的
か
つ
大
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規
模
に
酒
造
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
長
安
新
昌
里
宅

（
五
十
八
歳
以
降
）
と
洛
陽
履
道
里
邸
（
六
十
二
歳
以
降
）
に
於
い
て
で

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
例
え
ば
次
の
二
首
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

① 

「
獨
醒
從
古
笑
靈
均
、
長
醉
如
今

伯
倫
。
舊
法
依

傳
自

杜
、
新
方
要
妙
得
於
陳
。
井
泉
王
相
資
重
九
、
麹
糵
精
靈
用
上

寅
。
釀
糯
豈
勞
吹
范
黍
、
撇

何
假
漉
陶
巾
。
常
嫌
竹
葉
猶
凡

濁
、
始
覺
榴
花
不
正
眞
。
甕
掲
聞
時
香
酷
烈
、
缾
封
貯
後
味
甘

辛
。
捧
疑
明
水
從
空
化
、
飮
似
陽
和
滿
腹
春
。
色
洞
玉
壺
無
表

裏
、
光
搖
金
盞
有
精
神
。
能
銷
忙
事
成
閑
事
、
轉
得
憂
人
作
樂

人
。
應
是
世
間
賢
聖
物
、
與
君
還
往
擬
終
身
。」（「
詠
家
醞
十
韻
」

〔
2673
〕・
大
和
三
年
・
五
十
八
歳
・
長
安
・
刑
部
侍
郎
）。

　

② 

「
野
鶴
一
辭
籠
、
虚
舟
長
任
風
。
送
愁
還
閙
處
、
移
老
入
閑
中
。

身
更
求
何
事
、
天
將
富
此
翁
。
此
翁
何
處
富
、
酒
庫
不
曾
空
。」

（「
自
題
酒
庫
」〔
3354
〕・
開
成
三
年
・
六
十
七
歳
・
洛
陽
・
太
子
少
傅

分
司
）。

　

①
は
二
十
句
十
韻
の
七
言
排
律
で
あ
り
、
精
緻
な
對
句
の
中
で
酒

を
仕
込
む
經
緯
を
詳
述
し
、
他
の
銘
酒
を
凌
ぐ
自
家
製
の
こ
の
酒
を

飮
め
ば
、「
能
銷
忙
事
成
閑
事
、
轉
得
憂
人
作
樂
人
」
と
豪
語
す
る
。

そ
し
て
②
は
洛
陽
履
道
里
に
構
え
た
三
千
坪
近
い
邸
宅（

５
）内
に
あ
る
酒

倉
に
題だ

い

識し

（
誌
）
し
た
五
言
律
詩
で
あ
り
、
そ
の
終
末
「
此
翁
何
處

富
、
酒
庫
不
曾
空
」
は
、
居
易
晩
年
の
飮
酒
環
境
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
い
る
。
我
が
家
の
酒
庫
は
空
に
な
る
こ
と

が
全
く
無
い
と
自
慢
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
「
君
不
聞
靖
節
先

生
樽
長
空
」（「
春
寒
」〔
3013
〕）
と
詠
ん
だ
先
師
陶
淵
明
と
は
、
全
く

對
極
の
生
き
方
を
選
擇
し
實
踐
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
白
居

易
は
生
活
の
天
才
で
あ
り
、
人
生
の
達
人
で
あ
っ
た
と
評
し
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
身
は
官
吏
で
あ
り
な
が
ら
心
は
隱
者
で
あ
る
と
い
う
吏

隱
中
隱
の
處
世
は
、
そ
の
人
生
と
文
學
に
計
り
知
れ
な
い
成
果
を
齎

し
て
い
る
。

　

居
易
と
飮
酒
の
關
係
で
第
二
に
指
摘
す
べ
き
特
色
は
、
酒
が
透
明

感
の
あ
る
光
り
輝
く
對
象
（brilliant

）
と
し
て
敍
述
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
あ
る
種
の
陰
翳
を
帶
び
た
光
輝
な
る
も
の
へ
の
志
向
や

憧
憬
は
、
酒
本
體
に
留
ま
ら
ず
、
關
連
す
る
酒
器
や
身
近
の
樂
器
に

ま
で
及
ん
で
い
る
。
中
國
文
學
史
で
酒
を
描
く
詩
人
は
數
多
い
が
、

そ
れ
を
光
で
捉
え
る
作
家
は
極
端
に
少
な
い
。
盛
唐
の
李
白
と
中
唐

の
白
居
易
は
そ
の
例
外
的
存
在
で
あ
る
。
檢
出
で
き
た
詩
句
を
列
擧

し
て
み
る
。
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○
「
開
瓶
瀉
罇
中
、
玉
液
黄
金
巵
」〔
0216
〕
○
「
清
光
入
盃
杓
」

〔
0218
〕
○
「
燒
酒
初
開
琥
珀
香
」〔
1172
〕
○
「
換
取
金
樽
白
玉
巵
」

〔
2631
〕
○
「
色
洞
玉
壺
無
表
裏
、
光
搖
金
盞
有
精
神
」〔
2673
〕
○

「
十
分
滿
盞
黄
金
液
」〔
2790
〕
○
「
産
靈
者
何
、
清
醑
一
酌
」〔
2938
〕

○
「
家
醞
一
壺
白
玉
液
、
野
花
數
把
黄
金
英
」〔
2968
〕
○
「
左
擲

白
玉
巵
、
右
拂
黄
金
徽
」〔
2985
〕
○
「
角
樽
白
螺
盞
、
玉
軫
黄
金

徽
」〔
3010
〕
○
「
金
盃
翻
汙
麒
麟
袍
」〔
3087
〕
○
「
樽
裏
看
無
色
、

盃
中
動
有
光
」〔
3110
〕
○
「
琥
珀
讓
晶
光
」〔
3191
〕
○
「
若
無
清
酒

兩
三
甕
、
爭
向
白
鬚
千
萬
莖
」〔
3295
〕
○
「
酒
試
銀
觥
表
分
深
」

〔
3447
〕
○
「
絃
吟
玉
柱
品
、
酒
透
金
盃
熱
」〔
3518
〕 

…
…
。

　

杭
州
刺
史
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
長
慶
四
年
五
十
三
歳
の
折
、
親

友
の
崔
玄
亮
か
ら
贈
ら
れ
た
湖
州
特
産
の
美
酒
を
詠
う
次
の
詩
篇

は
、
一
首
全
體
に
亙
っ
て
眩
い
ば
か
り
の
光
が
横
溢
し
て
お
り
、
彼

の
飮
酒
詩
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

　

③ 

「
一
榼
扶
頭
酒
、
泓
澄

0

0

瀉
玉
壺

0

0

。
十
分
蘸
甲
酌

0

0

、
瀲
灔

0

0

滿
銀
盂

0

0

。

捧
出
光
華
動

0

0

0

、
嘗
看
氣
味
殊
。
手
中
稀
琥
珀

0

0

0

、
舌
上
冷
醍
醐

0

0

0

。

瓶
裏
有
時
盡
、
江
邊
無
處
沽
。
不
知
崔
太
守
、
更
有
寄
來
無
。」

（「
早
飮
湖
州
酒
、
寄
崔
使
君
」〔
2338
〕）。

　

詩
的
心
象
の
展
開
と
い
う
意
味
で
、
酒
が
放
つ
光
は
現
實
の
世
界

か
ら
離
脱
し
、
遙
か
な
る
時
空
へ
の
飛
翔
を
感
覺
的
に
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
輝
き
に
溢
れ
た
清
澄
な
飮
酒
の
詩
境
と

言
っ
て
も
よ
い
。

　

心
象
分
析
の
第
三
に
言
及
し
た
い
の
は
、
白
詩
か
ら
酒
の
色
・

味
・
香
り
に
つ
い
て
の
具
體
的
描
寫
が
多
く
見
出
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
醉
態
や
醉
心
地
を
説
く
詩
篇
は
一
般
に
廣
く
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
發
展
し
て
、
視
覺
・
味
覺
・
嗅
覺
・
觸
覺
で
酒
の

屬
性
を
備
に
解
説
す
る
の
は
、
白
居
易
の
飮
酒
詩
を
特
徴
づ
け
る
基

本
的
性
格
で
あ
る
。
身
體
の
有
り
樣
や
感
覺
に
過
敏
な
こ
の
作
家
の

特
性
は
、
飮
酒
描
寫
の
分
野
に
お
い
て
も
傑
出
し
て
い
る
。

　

先
の
「
黄
金
」「
白
玉
」「
琥
珀
」
は
光
り
輝
く
酒
の
心
象
を
表
現

し
て
い
て
重
要
で
あ
る
が
、
視
覺
に
お
い
て
は
、
緑
色
を
中
心
に
し

て
「
緑
蟻
―
紅
泥
」「
緑
蟻
―
青
娥
」「
緑
醅
―
黄
紙
」「
黄
花
―
緑

樽
」「
紅
蠟
―
緑
油
」「
緑
醅
酒
―
紫
河
車
」「
盈
樽
緑
―
上
面
紅
」

「
盃
中
緑
―
面
上
紅
」 

…
…
の
如
く
印
象
深
い
鮮
明
な
色
對
が
精
力

的
に
試
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
味
覺
に
關
し
て
も
、「
醲
酎
」「
醅

濃
」「
柔
旨
」「
味
彌
淳
」「
味
甘
辛
」「
氣
味
殊
」「
有
餘
滋
」「
如

餳
氣
味
」「
醍
醐
慙
氣
味
」 

…
…
な
ど
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
ま
た
酒
を
香
り
や
匂
い
と
い
っ
た
嗅
覺
で
捉
え
る
も
の
に
、
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「
黍
香
」「
酒
醺
」「
香
醅
」「
香
麹
」「
酒
氣
熏
」「
一
甕
香
醪
」「
家

醞
香
濃
」「
先
覺
甕
頭
香
」「
盃
香
醁

新
」「
氳
氳
臘
酒
香
」「
甕
掲

聞
時
香
酷
烈
」 

…
…
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
加

え
て
「
緑
餳
粘
盞
杓
」「
舌
上
冷
醍
醐
」「
如
餳
氣
味
緑
粘
臺
」
の
よ

う
に
、
微
妙
な
觸
感
―
―
皮
膚
感
覺
―
―
を
描
く
詩
句
が
少
數
な
が

ら
存
在
す
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、

白
居
易
以
外
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
酒
に
付
屬
す
る
性
格
を
全
的
か
つ

微
細
に
表
現
す
る
詩
人
は
ほ
と
ん
ど
指
摘
で
き
な
い
。
彼
に
と
っ
て

酒
は
、
單
な
る
嗜
好
の
枠
を
超
え
て
、
生
き
て
あ
る
全
て
の
感
覺
に

作
用
す
る
近
し
い
存
在
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
の
は
、
白
居
易
獨
特
の
飮
酒
法
で
あ

る
。
彼
は
「
會
須
一
飮
三
百
杯
」（「
將
進
酒
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
六
二
）

「
一
日
須
三
百
杯
」（「
襄
陽
歌
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
六
六
）「
一
斗
合
自

然
」（「
月
下
獨
酌
四
首
其
二
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
八
二
）「
美
酒
三
百
杯
」

（「
同
前
四
首
其
四
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
八
二
）
と
詠
っ
た
李
白
と
は
大
き

く
異
な
り
、
自
分
で
定
め
た
適
度
な
酒
量
を
、
時
間
を
か
け
て
じ
っ

く
り
味
わ
い
盡
く
す
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
執
友
元
稹
に
差
し

出
し
た
「
勸
酒
寄
元
九
」〔
0416
〕
に
は
「
一
盃
驅
世
慮
、
兩
盃
反
天

和
。
三
盃
即
酩
酊
、
或
笑
任
狂
歌
。
陶
陶
復
兀
兀
、
吾
孰
知
其
他
。」

と
あ
り
、
ま
た
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
其
四
其
五
」〔
0216
〜
0217
〕
に

は
「
…
…
一
酌
發
好
容
、
再
酌
開
愁
眉
。
連
延
四
五
酌
、
酣
暢
入
四

肢
。
忽
然
遺
物
我
、
誰
復
分
是
非
。
…
…
」「
一
盃
復
兩
盃
、
多
不

過
三
四
。
便
得
心
中
適
、
盡
忘
身
外
事
。
更
復
強
一
盃
、
陶
然
遺
萬

累
。
一
飮
一
石
者
、
徒
以
多
爲
貴
。
及
其
酩
酊
時
、
與
我
亦
無
異
。

笑
謝
多
飮
者
、
酒
錢
徒
自
費
。」
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
徐
々
に
醉
い

を
深
め
な
が
ら
、
一
杯
ご
と
に
變
化
す
る
醉
心
地
―
身
心
の
快
適
―

を
確
か
め
愉
し
み
、
醉
境
を
自
在
に
逍
遙
す
る
姿
が
見
て
取
れ
る
。

注
い
だ
杯
の
酒
を
一
氣
に
飮
み
干
す
の
で
は
な
く
、
一
杯
の
酒
を
三

口
で
ゆ
っ
く
り
飮
み
下
す
―
― 「
一
杯
置
掌
上
、
三
嚥
入
腹
内（
６
）」 

―
―

所
作
に
は
、
醉
人
白
居
易
の
生
の
姿
が
映
し
出
さ
れ
て
い
て
貴
重
で

あ
る
。

　
「
愛
酒
（
翁
・
人
）」「
醉
吟
先
生
」
と
自
ら
稱
し
、「
一
生
耽
酒
客
」

「
異
世
陶
元
亮
、
前
生
劉
伯
倫
」
と
ま
で
言
い
切
る
白
居
易
に
と
っ

て
、
飮
酒
の
在
り
方
は
樣
々
な
創
意
と
工
夫
に
滿
ち
て
い
る
。
酒
を

温
め
た
り
冷
や
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
彼
の
飮
酒
習
慣
で
ご
く
普
通

に
行
わ
れ
た
。
用
例
は
相
當
數
に
及
ぶ
の
で
、
當
該
詩
の
一
部
を
引

い
て
み
る
。

　

④ 
「
…
…
林
間
煖
酒

0

0

焼
紅
葉
、
石
上
題
詩
掃
緑
苔
。
…
…
」（「
送

王
十
八
歸
山
、
寄
題
仙
遊
寺
」〔
0715
〕）。
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⑤ 

「
…
…
爐
温
先
煖
酒

0

0

、
手
冷
未
梳
頭
。
…
…
」（「
初
冬
早
起
寄
夢

得
」〔
3100
〕）。

　

⑥ 
「
…
…
一
盞
寒
燈
雲
外
夜
、
數
盃
温
酎

0

0

雪
中
春
。
…
…
」（「
和

李
中
丞
與
李
給
事
山
居
雪
夜
同
宿
小
酌
」〔
3561
〕）。

　

⑦ 

「
…
…
春
酒
冷
嘗

0

0

三
數
盞
、
曉
琴
閑
弄
十
餘
聲
。
…
…
」（「
七

言
十
二
句
、
贈
駕
部
呉
郎
中
七
兄
」〔
1280
〕）。

　

⑧ 

「
…
…
凍
花
開
未
得
、
冷
酒

0

0

酌
難
醒
。
…
…
」（「
何
處
春
先
到
」

〔
2778
〕）。

　

⑨ 

「
…
蓮
子
數
盃
嘗
冷
酒

0

0

0

、
柘
枝
一
曲
試
春
衫
。
…
…
」（「
三
月

三
日
」〔
3257
〕）。

　

こ
れ
ら
以
外
に
も
藥
用
酒
を
詠
う
「
藥
銚
夜
傾
殘
酒
煖
」（「
村
居

寄
張
殷
衡
」〔
0785
〕）「
寒
傾
藥
酒
螺
」（「
酬
夢
得
見
喜
疾
瘳
」〔
3426
〕）
な

ど
が
あ
り
、
飮
酒
詩
の
裾
野
の
廣
さ
が
實
感
さ
れ
る
。
こ
れ
に
關
連

し
て
白
居
易
の
詠
病
詩
に
し
ば
し
ば
酒
が
登
場
す
る
こ
と
も
注
意
さ

れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。「
病
中
逢
秋
、
招
客
夜
酌
」〔
0366
〕「
病
暇
中

龐
少
尹
攜
魚
酒
相
過
」〔
2643
〕「
病
中
贈
南
鄰
覓
酒
」〔
3279
〕「
夢
得
臥

病
攜
酒
相
尋
、
先
以
此
寄
」〔
3338
〕
な
ど
か
ら
は
、
輕
い
病
で
あ
れ

ば
酒
は
「
百
藥
之
長
」「
嘉
會
之
好
」（『
漢
書
』
卷
二
十
四
食
貨
志
下
）

た
り
得
る
と
の
ほ
と
ん
ど
信
仰
に
も
近
い
確
信
が
窺
わ
れ
る
。
彼
に

と
っ
て
酒
が
養
生
・
遣
興
・
交
誼
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
に

疑
問
の
餘
地
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
開
成
四
年
六
十
八
歳
の
冬
十
月

に
突
然
襲
っ
た
風
痺
（
重
度
循
環
器
障
害
）
の
發
作
は
、
ま
さ
に
宿
業

の
疾
病
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
極
論
す
れ
ば
先
天
的
な

弱
質
多
病
を
強
く
自
覺
す
る
が
故
に
、
敢
え
て
體
力
増
進
の
た
め
の

酒
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
そ
の
よ
う
に
理
解

し
な
け
れ
ば
、
例
え
ば
次
の
詠
病
詩
か
つ
飮
酒
詩
が
作
ら
れ
た
理
由

も
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
身
心
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
、
病
を
押
し
て
病
中
病
後
に
ま
で
酒
を
飮
ん
で
い
る（

７
）。

　

⑩ 

「
不
見
詩
酒
客
、
臥
來
半
月
餘
。
合
和
新
藥
草
、
尋
檢
舊
方
書
。

晩
霽
烟
景
度
、
早
凉
窻
戸
虚
。
雪
坐
衰
鬢
久
、
秋
入
病
心
初
。

臥
簟
蘄
竹
冷
、
風
襟
卭
葛
踈
。
夜
來
身
校
健
、
小
飮
復
何
如
。」

（「
病
中

0

0

逢
秋
、
招
客
夜
酌

0

0

」〔
0366
〕）。

　

⑪ 

「
頭
痛
牙
疼
三
日
臥
、妻
看
煎
藥
婢
來
扶
。
今
朝
似
校
抬
頭
語
、

先
問
南
鄰
有
酒
無
。」（「
病
中

0

0

贈
南
鄰
覓
酒

0

0

」〔
3279
〕）。

　

⑫ 

「
仾
屛
軟
褥
臥
藤
牀
、舁
向
前
軒
就
日
陽
。
一
足
任
他
爲
外
物
、

三
盃
自
要
沃
中
腸
。
頭
風
若
見
詩
應
愈
、
齒
折
仍
誇
笑
不
妨
。

細
酌
徐
吟
猶
得
在
、
舊
遊
未
必
便
相
忘
。」（「
病
中

0

0

詩
十
五
首
并

序
其
十
三
、
就
煖
偶
酌

0

0

、
戲
諸
詩
酒
舊
侶
」〔
3420
〕）。
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酒
の
飮
み
方
の
斬
新
さ
と
い
う
觀
點
か
ら
言
え
ば
、
居
易
が
愛
好

し
た
卯
酒
を
第
一
に
擧
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
起
床
直
後

の
早
朝
六
時
（
卯
の
刻
）
に
、
空
腹
の
状
態
を
維
持
し
た
ま
ま
酒
を

飮
む
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
醉
い
の
速
效
性
を
求
め
る
飮

酒
法
で
あ
り
、
詩
中
で
卯
酒
を
詠
う
も
の
は
合
計
十
一
首
に
及
ん
で

い
る
。
詩
題
お
よ
び
詩
句
と
そ
れ
ら
の
製
作
年
齡
を
記
し
て
み
る
。

因
み
に
＊
印
は
卯
酒
を
題
材
に
す
る
作
品
を
指
し
示
す
。

　

 

○
「
薔
薇
正
開
、
春
酒
初
熟
、
因
招
劉
十
九
・
張
大
夫
・
崔
二

十
四
同
飮
」〔
1055
〕（
心
期
同
醉
卯
時
盃
）〈
四
十
七
歳
〉
○
「
與
諸

客
空
腹
飮
」〔
1347
〕（
酒
聖
卯
時
歡
）〈
五
十
一
歳
〉
○
「
＊
卯
時
酒
」

〔
2223
〕（
未
如
卯
時
酒
、
神
速
功
力
倍
）〈
五
十
五
歳
〉
○
「
和
微
之

詩
二
十
三
首
并
序
其
二
十
二
和
嘗
新
酒
」〔
2271
〕（
偶
成
卯
時
醉
）

〈
五
十
七
歳
〜
五
十
八
歳
〉
○
「
嘗
黄
醅
新
酎
憶
微
之
」〔
2816
〕

（
愛
向
卯
時
謀
洽
樂
）〈
五
十
八
歳
〉
○
「
＊
橋
亭
卯
飮
」〔
2842
〕（
卯

時
偶
飮
齋
時
臥
）〈
五
十
九
歳
〉
○
「
早
飮
醉
中
、
除
河
南
尹
勑

到
」〔
2872
〕（
温
爐
卯
後
煖
寒
時
、
緑
醅
新
酎
嘗
初
醉
）〈
五
十
九
歳
〉

○
「
府
西
池
北
、
新
葺
水
齋
、
即
事
招
賓
、
偶
題
十
六
韻
」〔
2879
〕

（
卯
酒
善
銷
愁
）〈
六
十
歳
〉
○
「
醉
吟
」〔
2895
〕（
心
頭
卯
酒
未
消
時
）

〈
六
十
一
歳
〉
○
「
＊
藍
田
劉
明
府
攜
酎
相
過
、
與
皇
甫
郎
中
卯

時
同
飮
、
醉
後
贈
之
」〔
3107
〕（
卯
時
十
分
空
腹
盃
）〈
六
十
二
歳
〉

○
「
＊
卯
飮
」〔
3568
〕（
卯
飮
一
盃
眠
一
覺
）〈
七
十
歳
〉。

　

朝
酒
を
嗜
む
こ
と
は
下
邽
に
退
居
し
て
い
た
四
十
代
前
半
か
ら
始

ま
っ
て
い
る（

８
）
が
、
卯
酒
の
本
格
的
な
實
踐
は
四
十
七
歳
か
ら
で
あ

り
、
こ
れ
は
七
十
歳
に
ま
で
續
い
て
い
る
。
江
州
・
杭
州
・
蘇
州
・

長
安
・
洛
陽
に
勤
務
し
て
い
た
時
期
と
重
な
り
、
主
に
後
半
生
に
お

け
る
重
要
な
飮
酒
法
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
卯
酒
の
具

體
的
な
效
能
に
つ
い
て
は
、
蘇
州
刺
史
在
任
中
に
作
ら
れ
た
次
の
詩

が
最
も
詳
し
い
。
五
言
三
十
四
句
か
ら
な
る
古
體
詩
の
前
半
部
分
を

掲
出
し
て
み
る
。

　

⑬ 

「
佛
法
讃
醍
醐
、
仙
方
誇
沆
瀣
。
未
如
卯
時
酒
、
神
速
功
力

倍
。
一
杯
置
掌
上
、
三
嚥
入
腹
内
。
煦
若
春
貫
腸
、
暄
如
日
炙

背
。
豈
獨
支
體
暢
、
仍
加
志
氣
大
。
當
時
遺
形
骸
、
竟
日
忘
冠

帶
。
似
遊
華
胥
國
、
疑
反
混
元
代
。
一
性
既
完
全
、
萬
機
皆
破

碎
。
…
…
」（「
卯
時
酒
」〔
2223
〕）。

　

卯
酒
が
五
臟
六
腑
に
沁
み
渡
る
と
、
ま
る
で
太
陽
に
照
ら
さ
れ
た

よ
う
に
全
身
が
温
ま
り
、
體
と
心
が
寛
い
で
伸
び
や
か
に
な
る
。
そ
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し
て
終
に
は
主
客
や
自
他
の
區
別
も
消
失
し
忘
却
し
た
渾
然
一
體
の

理
想
郷
が
出
現
す
る
。
こ
れ
は
人
生
の
有
限
性
を
感
覺
的
に
克
服
し

よ
う
と
す
る
醉
境
で
あ
り
、
白
居
易
が
何
よ
り
も
重
視
し
た
飮
酒
の

效
用
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
身
體
と
精
神
の
解
放
の
境
地
を
素
早
く

保
證
す
る
卯
酒
の
世
界
は
、
例
え
ば
洛
陽
の
白
邸
で
創
作
さ
れ
た
以

下
の
作
品
に
も
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。
大
和
四
年
五
十
九
歳
、
太
子

賓
客
分
司
時
の
七
言
律
詩
で
あ
り
、
晩
年
の
閑
適
詩
の
作
風
を
最
も

よ
く
傳
え
て
い
る
。

　

⑭ 

「
卯
時
偶
飮
齋
時
臥
、
林
下
高
橋
橋
上
亭
。
松
影
過
窻
眠
始

覺
、
竹
風
吹
面
醉
初
醒
。
就
荷
葉
上
苞
魚
鮓
、
當
石
渠
中
浸
酒

缾
。
生
計
悠
悠
身
兀
兀
、
甘
從
妻
喚
作
劉
伶
。」（「
橋
亭
（
９
）卯
飮
」

〔
2842
〕）。

　

寢
起
き
に
朝
酒
を
酌
ん
で
ま
た
一
眠
り
。
心
地
よ
い
眠
り
か
ら
目

覺
め
、
卯
酒
の
醉
い
が
す
っ
か
り
醒
め
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
蓮
の

葉
で
包
ん
だ
「
魚な

れ

鮓す
し

」
を
肴
に
し
て
、
自
宅
を
貫
流
す
る
「
石い
わ

」
の

水
「
渠
」
で
冷
や
し
た
酒
を
も
う
一
度
飮
み
直
す
。
白
居
易
の
飮
酒

は
睡
眠
と
も
深
く
通
底
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
食
事
風
景
と
も
合
わ

さ
っ
て
、
身
心
を
包
み
込
む
よ
う
な
多
幸
感
を
表
徴
し
て
い
る
。
こ

こ
に
は
確
か
に
、
今
こ
の
瞬
間
を
生
き
て
い
る
と
實
感
で
き
る
幸
福

な
時
空
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
精
神
性
を
帶
び
た
松
と
竹
の
敍
景）

10
（

も
、
飮
酒
の
詩
境
に
あ
る
種
の
奧
行
き
を
與
え
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

　

白
詩
に
現
れ
る
飮
酒
の
描
寫
に
つ
い
て
、
第
五
に
檢
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
茶
酒
の
詩
境）

11
（

で
あ
る
。
白
居
易
の
喫
茶
詩
六
十
二

首
は
、
茶
を
全
體
的
な
主
題
と
し
て
詠
う
も
の
八
首
、
部
分
的
な
素

材
と
し
て
扱
う
も
の
五
十
四
首
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
で

茶
と
酒
を
同
時
に
描
く
の
は
、
半
數
以
上
の
三
十
四
首
に
達
し
て
い

る
。
詩
人
と
詩
材
の
關
係
か
ら
考
え
た
場
合
、
最
も
重
要
な
考
察
對

象
は
兩
者
を
併
用
す
る
作
品
群
で
あ
る
。
茶
と
酒
の
關
係
が
わ
か
り

や
す
い
詩
篇
を
二
首
紹
介
し
て
み
る
。

　

⑮ 

「
松
下
軒
廊
竹
下
房
、暖
簷
晴
日
滿
繩
牀
。
淨
名
居
士
經
三
卷
、

榮
啓
先
生
琴
一
張
。
老
去
齒
衰
嫌
橘
醋
、
病
來
肺
渇
覺
茶
香
。

有
時
閑
酌
無
人
伴
、
獨
自
騰
騰
入
醉
郷
。」（「
東
院
」〔
1332
〕）。

　

⑯ 

「
燗
漫
朝
眠
後
、
頻
伸
晩
起
時
。
煖
爐
生
火
早
、
寒
鏡
裹
頭
遲
。

融
雪
煎
香
茗
、
調
蘇
煑
乳
麋
。
慵
饞
還
自
哂
、
快
活
亦
誰
知
。

酒
性
温
無
毒
、
琴
聲
淡
不
悲
。
榮
公
三
樂
外
、
仍
弄
小
男
兒
。」

（「
晩
起
」〔
2864
〕）。
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「
東
院
」
と
「
晩
起
」
に
共
通
す
る
詩
材
の
配
列
は
、
睡
眠
↓
起

床
↓
喫
茶
↓
食
事
↓
飮
酒
↓
彈
琴
↓
酣
醉
↓
睡
眠
の
如
く
、
連
鎖
す

る
圓
環
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
靜
穩
な
時
間
の
流
れ
の
中
に
、

茶
と
酒
が
意
圖
的
に
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
詩
人
を
取
り
卷

く
時
空
が
、
睡
眠
を
介
在
さ
せ
て
「
日
常
か
ら
非
日
常
」「
非
日
常

か
ら
日
常
」
へ
と
移
動
し
變
容
す
る
時
、
場
面
轉
換
を
促
す
茶
酒
が

必
須
の
具
と
し
て
登
場
し
、
白
居
易
が
別
の
次
元
へ
と
飛
翔
な
い
し

回
歸
す
る
こ
と
を
保
證
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
境
界
に
あ
る
身
心
に

と
っ
て
茶
の
覺
醒
作
用
（kaffein
）
と
酒
の
酩
酊
作
用
（alcohol

）
は
、

絶
大
な
威
力
を
發
揮
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
覺
醒
と
酩
酊
」「
沈

靜
と
昂
揚
」「
日
常
と
非
日
常
」
と
い
う
具
合
に
、
方
向
性
を
全
く

異
に
す
る
詩
的
心
象
が
付
與
さ
れ
て
い
る
。
起
床
後
に
喉
の
渇
き
を

癒
し
、
現
實
の
日
常
に
回
歸
す
る
た
め
の
茶
、
陶
然
た
る
醉
郷
へ
と

飛
翔
さ
せ
、
身
心
を
心
地
よ
い
眠
り
の
世
界
に
誘
導
す
る
酒
、
そ
の

ど
ち
ら
も
が
、
彼
の
閑
適
詩
を
成
立
さ
せ
る
重
要
な
構
成
要
素
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
酒
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
居
易
が
、
喫
茶
文
化
の

開
花
す
る
中
唐
の
時
代
に
生
ま
れ
合
わ
せ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を

持
つ
。
久
し
い
傳
統
を
繼
承
す
る
飮
酒
詩
と
未
開
拓
の
新
し
い
主
題

で
あ
る
喫
茶
詩
。
白
氏
は
好
對
照
な
こ
の
二
つ
の
題
材
詩
を
、
ほ
ぼ

同
時
に
手
に
入
れ
た
最
初
の
詩
人
で
あ
っ
た
と
判
斷
さ
れ
よ
う
。

　

第
六
と
し
て
最
後
に
考
察
す
べ
き
は
、
白
居
易
の
飮
酒
連
作
詩

の
意
義
で
あ
る
。
合
計
六
十
四
首
に
上
る
こ
の
作
品
群
は
「
效
陶

潛
體
詩
十
六
首
并
序
」〔
0216
〜
0226
〕（
下
邽
・
四
十
二
歳
）「
醉
吟
二

首
」〔
1064
〜
1065
〕（
江
州
・
四
十
七
歳
）「
花
下
對
酒
二
首
」〔
0543
〜

0544
〕（
忠
州
・
四
十
九
歳
）「
戲
和
賈
常
州
醉
中
二
絶
句
」〔
2448
〜
2449
〕

（
蘇
州
・
五
十
四
歳
）「
江
上
對
酒
二
首
」〔
2499
〜
2500
〕（
蘇
州
・
五
十
五

歳
）「
對
酒
五
首
」〔
2676
〜
2680
〕（
長
安
・
五
十
八
歳
）「
勸
酒
十
四
首
并

序
」〔
2756
〜
2769
〕（
洛
陽
・
五
十
九
歳
）「
府
酒
五
絶
」〔
2896
〜
2900
〕（
洛

陽
・
六
十
一
歳
）「
七
年
元
日
對
酒
五
首
」〔
3055
〜
3059
〕（
洛
陽
・
六
十

二
歳
）「
把
酒
思
閑
事
二
首
」〔
3090
〜
3091
〕（
洛
陽
・
六
十
二
歳
）「
嘗
新

酒
、
憶
晦
叔
二
首
」〔
3110
〜
3111
〕（
洛
陽
・
六
十
三
歳
）「
冬
初
酒
熟
二

首
」〔
3195
〜
3196
〕（
洛
陽
・
六
十
三
歳
）「
宅
西
有
流
水
、
墻
下
搆
小
樓
、

臨
翫
之
時
、
頗
有
幽
趣
。
因
命
歌
酒
、
聊
以
自
娯
。
獨
醉
獨
吟
、
偶

題
五
絶
」〔
3318
〜
3322
〕（
洛
陽
・
六
十
六
歳
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
「
勸
酒
十
四
首
并
序
」
の
大
作
は
、「
何
處
難
忘
酒
七
首
」

と
「
不
如
來
飮
酒
七
首
」
の
二
部
か
ら
な
り
、
同
一
表
現
の
連
續
に

よ
っ
て
人
生
や
社
會
に
お
け
る
酒
の
不
可
缺
性
に
つ
い
て
、
個
々
の

境
遇
や
立
場
を
通
じ
て
説
く
。
同
じ
く
「
對
酒
五
首
」
で
は
「
空
間

と
時
間
」「
衰
老
と
死
生
」「
瞬
間
と
永
遠
」「
俗
界
と
醉
境
」
な
ど

を
相
互
に
論
じ
つ
つ
、
飮
酒
酣
醉
へ
の
傾
倒
を
自
己
解
説
的
に
述
べ
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る
。
何
れ
も
個
性
的
な
作
品
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
に
流
布
す

る
「
對
酒
五
首
其
二
」
を
引
用
し
て
み
る
。
居
易
が
得
意
と
し
た
七

言
絶
句
の
佳
作
で
あ
り
、『
莊
子
』
雜
篇
の
則
陽
篇
と
盜
跖
篇
の
典

故）
12
（

を
踏
ま
え
、
身
體
表
現
を
伴
っ
た
對
偶
比
定
の
詩
想
が
開
陳
さ
れ

る
。
總
じ
て
人
間
は
空
間
と
時
間
の
桎
梏
か
ら
逃
れ
得
な
い
存
在
で

あ
る
が
、
酒
の
攝
取
に
よ
っ
て

さ
れ
る
醉
境
は
、
そ
う
し
た
不
自

由
な
現
實
の
日
常
か
ら
脱
却
し
て
、
非
日
常
の
世
界
に
沒
入
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
て
く
れ
る
。「
一
杯
一
杯
復
一
杯
」（
李
白
「
山
中
與

幽
人
對
酌
」・『
全
唐
詩
』
卷
一
八
二
）
と
飮
み
進
め
る
う
ち
に
、
自
分

を
取
り
卷
く
人
や
物
と
の
一
體
感
は
よ
り
強
ま
り
、
こ
こ
で
は
眞
に

生
き
る
こ
と
の
意
味
が
改
め
て
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
飮
酒
詩
人
白

居
易
へ
の
高
い
評
價
は
、
陶
醉
の
中
で
人
生
の
有
限
性
を
感
覺
的
に

克
服
せ
ん
と
す
る
詩
情
や
詩
想
を
前
提
に
し
て
成
立
し
て
い
る
。

　

⑰ 

「
蝸
牛
角
上
爭
何
事
、
石
火
光
中
寄
此
身
。
隨
富
隨
貧
且
歡
樂
、

不
開
口
笑
是
癡
人
。」（「
對
酒
五
首
其
二
」〔
2677
〕）。

　

と
こ
ろ
で
陶
淵
明
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で
は
、
連
作
詩
の
中
で

も
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
」
が
特
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
白

居
易
夫
妻
の
手
厚
い
介
護
を
受
け
て
い
た
母
陳
氏
は
、
元
和
六
年
四

月
三
日
に
長
安
宣
平
里
の
私
第
で
逝
去
す
る
。
享
年
五
十
七
。
す
ぐ

に
京
兆
府
戸
曹
參
軍
と
翰
林
學
士
を
辭
し
、
こ
こ
に
下
邽
義
津
郷
金

氏
村
で
の
三
年
以
上
に
及
ぶ
服
喪
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
白
氏
墳
墓

の
地
へ
の
蟄
居
は
、
結
果
と
し
て
陶
淵
明
の
人
生
を
も
強
く
想
起
さ

せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
政
治
權
力
か
ら
の
離
脱
、
士
人
社
會
と
の
隔

絶
、
母
と
娘
と
の
死
別
離
、
小
さ
な
農
村
で
の
生
活
、
質
朴
な
村
民

と
の
交
流
、
耕
作
へ
の
關
與
な
ど
の
環
境
の
も
と
、
居
易
は
濁
酒
の

釀
造
を
開
始
し
、
朝
酒
の
效
用
を
自
覺
し
、
死
生
に
向
き
合
い
、
そ

の
成
果
と
し
て
陶
淵
明
「
飮
酒
二
十
首
并
序
」
を
模
倣
し
た
連
作
十

六
首）

13
（

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
十
六
首
に
は
樣
々
な
場
面
と
古
今

の
人
物
が
登
場
す
る
が
、
一
貫
し
た
主
題
は
死
生
と
飮
酒
の
關
係
に

あ
る
と
判
斷
し
て
よ
い
。
何
故
に
酒
は
人
生
に
不
可
缺
な
の
か
。
こ

こ
で
提
起
さ
れ
た
命
題
は
死
の
直
前
ま
で
執
拗
に
追
究
さ
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
分
か
り
や
す
い
作
例
を
二
首
だ
け
掲
げ
て
み
る
。

　

⑱ 

「
不
動
者
厚
地
、
不
息
者
高
天
。
無
窮
者
日
月
、
長
在
者
山
川
。

松
柏
與
龜
鶴
、
其
壽
皆
千
年
。
嗟
嗟
群
物
中
、
而
人
獨
不
然
。

早
出
向
朝
市
、
暮
已
歸
下
泉
。
形
質
及
壽
命
、
危
脆
若
浮
烟
。

堯
舜
與
周
孔
、
古
來
稱
聖
賢
。
借
問
今
何
在
、
一
去
亦
不
還
。

我
無
不
死
藥
、
萬
萬
隨
化
遷
。
所
未
定
知
者
、
修
短
遲
速
間
。
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幸
及
身
健
日
、
當
歌
一
罇
前
。
何
必
待
人
勸
、
念
此
自
爲
歡
。」

（「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
其
一
」〔
0213
〕）。

　

⑲ 
「
烟
雲
隔
玄
甫
、
風
波
限
瀛
洲
。
我
豈
不
欲
往
、
大
海
路
阻
修
。

神
仙
但
聞
説
、
靈
藥
不
可
求
。
長
生
無
得
者
、
擧
世
知
蜉
蝣
。

逝
者
不
重

、
存
者
難
久
留
。
踟
蹰
未
死
間
、
何
苦
懷
百
憂
。

念
此
忽
内
熱
、
生
看
成
白
頭
。
擧
盃
還
獨
飮
、
顧
影
自
獻
酬
。

心
與
口
相
約

0

0

0

0

0

、
未
醉
勿
言
休

0

0

0

0

0

。
今
朝
不
盡
醉
、
知
有
明
朝
不
。

不
見
郭
門
外
、
纍
纍
墳
與
丘
。
月
明
愁
殺
人
、
黄
蒿
風
颼
颼
。

死
者
若
有
知
、
悔
不
秉
燭
遊
。」（「
同
前
其
十
一
」〔
0223
〕）。

　

衰
老
へ
の
不
安
と
死
滅
へ
の
畏
怖
、
生
と
死
が
紙
一
重
で
あ
る
現

實
を
前
に
し
て
、
そ
れ
ら
「
百
憂
」
を
克
服
す
る
た
め
に
、
酒
の
力

を
借
り
て
今
あ
る
こ
の
瞬
間
を
可
能
な
限
り
充
實
さ
せ
よ
う
と
す

る
。「
心
」
と
「
口
」
が
約
束
し
た
言
葉
「
未
醉
勿
言
休
」
は
、
作

者
の
僞
ら
ざ
る
本
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
五

柳
先
生
傳
」
の
「
期
在
必
醉
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
飮
酒
酣
醉
に
よ
っ
て
自
分
と
世
界
が
一
體
化
し
た
如
く
感

じ
ら
れ
る
「
忘
我
自
適
」
の
境
地
―
―
特
に
醉
か
ら
眠
へ
と
移
り
變

わ
る
時
空
―
―
は
、「
死
生
一
如
」
を
感
得
す
る
上
で
大
き
な
力
を

發
揮
し
て
い
る
。
陶
淵
明
の
境
遇
に
近
似
し
た
下
邽
と
い
う
辺
鄙
な

生
活
環
境
の
中
で
、
白
居
易
は
陶
詩
を
支
え
る
重
要
な
要
素
に
、
飮

酒
と
死
生
と
説
理
が
あ
る
こ
と
を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
と
推
察
さ

れ
る
。
下
邽
退
居
以
前
の
飮
酒
詩
九
首
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
、
單
な

る
社
交
友
誼
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、「
效
陶
潛

體
詩
十
六
首
并
序
」
は
こ
の
後
に
展
開
し
て
い
く
白
居
易
飮
酒
詩
の

い
わ
ば
原
型
を
形
作
っ
て
い
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。
骨
肉
諸
靈

が
眠
る
墳
墓
の
地
は
、
彼
に
お
け
る
飮
酒
と
死
生
の
文
學
の
原
點
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

〔五〕　

結
語

　

本
稿
で
は
陶
白
の
飮
酒
詩
の
共
通
性
と
異
質
性
に
着
目
し
な
が

ら
、
こ
の
題
材
詩
特
有
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
中

國
最
古
の
詩
集
で
あ
る
『
詩
經
』
に
始
ま
る
飮
酒
詩
の
系
譜
は
、
東

晉
の
陶
淵
明
の
出
現
に
よ
っ
て
大
き
な
轉
折
點
を
迎
え
、
さ
ら
に
中

唐
の
白
居
易
の
登
場
を
待
っ
て
飛
躍
的
な
發
展
を
遂
げ
た
。『
白
氏

文
集
』
に
は
「
對
酒
」「
把
酒
」「
勸
酒
」「
強
酒
」「
沽
酒
」「
嘗
酒
」

「
縱
酒
」「
攜
酒
」
の
詩
題
が
多
く
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
飮
酒
詩
で

は
酒
の
造
り
方
や
飮
み
方
、
さ
ら
に
醉
境
に
到
る
身
心
状
況
と
そ
こ

か
ら
派
生
す
る
感
慨
や
思
索
が
大
量
に
詠
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文

學
の
出
發
點
が
下
邽
丁
憂
時
代
の
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
」
に
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あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
こ
で
詠
わ
れ
た
飮
酒
と
死
生
の
詩

境
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
廣
さ
と
深
さ
を
増
し
て
、
最
終
的
に
は
陶
淵

明
と
異
な
る
獨
自
の
酒
境
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
死
の
四
年
前
七

十
一
歳
に
詠
じ
た
次
の
作
品
は
、
こ
の
事
實
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。
家
族
や
使
用
人
と
暮
ら
す
洛
陽
履
道
里
邸
で
の
飮
酒
場
面
を
描

く
五
言
古
體
詩
。
こ
こ
で
は
陶
淵
明
が
「
忘
憂
物
」
と
呼
ん
だ
酒
に

全
く
新
し
い
詩
的
心
象
が
付
與
さ
れ
て
い
る
。

　

⑱ 

「
人
生
七
十
稀
、
我
年
幸
過
之
。
遠
行
將
路
盡
、
春
夢
欲
覺
時
。

家
事
口
不
問
、
世
名
心
不
思
。
老
既
不
足
歎
、
病
亦
不
能
治
。

扶
侍
仰
婢
僕
、
將
養
信
妻
兒
。
飢
飽
進
退
食
、
寒
暄
加
減
衣
。

聲
妓
放
鄭
衞
、
裘
馬
脱
輕
肥
。
百
事
盡
除
去
、
尚
餘
酒
與
詩
。

興
來
吟
一
篇
、
吟
罷
酒
一
巵
、
不
獨
適
情
性
、
兼
用
扶
衰
羸
。

雲
液
洒
六
腑
、
陽
和
生
四
肢
。
於
中
我
自
樂
、
此
外
吾
不
知
。

寄
問
同
老
者
、
捨
此
將
安
歸
。
莫
學
蓬
心
叟
、
胷
中
分
是
非
。」

（「
對
酒
閑
吟
、
贈
同
老
者
。」〔
3540
〕）。

　

本
詩
か
ら
衰
老
へ
の
不
安
や
死
沒
に
對
す
る
畏
怖
の
情
は
微
塵
も

窺
え
な
い
。
快
適
な
身
心
の
描
寫
と
共
に
恬
淡
や
委
命
や
達
觀
の
詩

情
が
二
十
八
句
全
體
に
滿
ち
溢
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
老
後
の
生

き
て
あ
る
幸
福
を
主
體
的
に
語
る
文
學
が
顯
現
し
て
い
る
。
そ
し

て
「
處
世
の
理
」
や
「
生
命
の
理
」
を
追
究
す
る
白
氏
の
閑
適
文
學

の
内
に
、
飮
酒
詩
が
吸
收
さ
れ
包
攝
さ
れ
て
い
る
。
概
し
て
感
傷
に

傾
き
が
ち
な
飮
酒
が
閑
適
の
重
要
な
柱
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と

は
、
白
居
易
の
飮
酒
詩
が
持
つ
獨
特
の
個
性
を
改
め
て
強
く
主
張
す

る
根
據
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
醉
吟
先
生
を
自
稱
す
る
彼
は
、
飮
酒
な

る
題
材
と
と
も
に
成
長
し
發
展
す
る
詩
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
１
） 

一
九
四
五
年
以
後
の
日
本
に
お
け
る
白
居
易
飮
酒
詩
の
論
考
に
つ
い

て
は
、
下
定
雅
弘
『
白
氏
文
集
』
に
お
け
る
茶
と
酒
の
研
究
二
六
八

頁
〜
三
〇
七
頁
（「
白
居
易
研
究
年
報
」
第
十
七
號
特
集
飮
酒
と
喫
茶
、

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
十
二
月
）
に
簡
略
な
紹
介
が
あ
る
。
併
せ
て
參

照
さ
れ
た
い
。

（
２
） 

因
み
に
『
楚
辭
』
に
お
け
る
飮
酒
表
現
は
、「
九
歌
」（
東
皇
太
一
・

東
君
）
二
例
「
漁
夫
」
一
例
「
招
魂
」
二
例
の
總
計
五
例
で
あ
り
、『
詩

經
』
に
比
べ
て
壓
倒
的
に
少
な
い
。
本
稿
が
飮
酒
詩
の
始
原
を
『
詩
經
』

と
定
め
る
理
由
で
あ
る
。
ま
た
屈
原
の
覺
醒
し
た
人
物
形
象
も
併
せ
て

注
意
さ
れ
よ
う
。

（
３
） 「
…
…
民
生
鮮
長
在
、
矧
伊
愁
苦
纏
。
屢
闕
清
酤

0

0

至
、
無
以
樂
當

年
。
…
…
」（「
歳
暮
和
張
常
侍
」・
卷
二
）「
…
…
故
人
悽
其
相
悲
、
同

祖
行
行
于
今
夕
。
羞
以
嘉
蔬
、
薦
以
清
酌

0

0

。
…
…
」（「
自
祭
文
」・
卷

七
）。
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（
４
） 

本
詩
の
序
文
に
も
「
停
雲
、
思
親
友
也
。
罇
湛
新
醪

0

0

、
園
列
初
榮
。

願
言
不
從
。
歎
息
彌
襟
。」
と
あ
る
。

（
５
） 
洛
陽
履
道
里
邸
の
意
義
に
つ
い
て
は
か
つ
て
詳
し
く
論
じ
た
こ
と
が

あ
る
。『
白
居
易
研
究　

閑
適
の
詩
想
』
第
八
章
白
居
易
と
家
屋
表
現
〔十〕

洛
陽
履
道
里
邸
お
よ
び
第
十
章
白
居
易
「
池
上
篇
」
考
―
水
邊
の
時
空

と
閑
適
の
至
境
（
汲
古
書
院
二
〇
〇
六
年
十
月
）
を
參
照
。

（
６
） 「
卯
時
酒
」〔
2223
〕
第
五
句
第
六
句
（
寶
暦
二
年
、
蘇
州
刺
史
、
五
十

五
歳
）。

（
７
） 

念
の
た
め
に
言
え
ば
、「
齋
」
と
「
疾
」
の
た
め
に
百
日
間
の
禁
酒
を

實
行
し
た
こ
と
を
詠
う
作
品
が
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
で
も
病
氣
快
復
後

す
ぐ
に
飮
酒
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。「
園
杏
紅
蕚
坼
、
庭
蘭
紫
芽
出
。
不

覺
春
已
深
、
今
朝
二
月
一
。
去
冬
病
瘡
痏
、
將
養
遵
醫
術
。
今
春
入
道

場
、
清
淨
依
僧
律
。
嘗
聞
聖
賢
語
、
所
愼
齋
與
疾
。
遂
使
愛
酒
人
、
停

盃
一
百
日
。
明
朝
二
月
二
、
疾
平
齋
復
畢
。
應
須
挈
一
壺
、
尋
花
覓
韋

七
。」（「
二
月
一
日
作
、
贈
韋
七
庶
子
」〔
3015
〕）。
大
和
九
年
六
十
四
歳
、

洛
陽
、
太
子
賓
客
分
司
時
の
作
。

（
８
） 「
朝
飮

0

0

一
盃
酒
、
冥
心
合
元
化
。
兀
然
無
所
思
、
日
高
尚
閑
臥
。
…
…
」

（「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
其
三
」〔
0215
〕）。

（
９
） 

注
（
５
）
所
掲
書
の
第
八
章
お
よ
び
第
十
章
を
參
照
。

（
10
） 

注
（
５
）
所
掲
書
の
第
九
章
「
白
居
易
に
お
け
る
松
と
竹
」
を
參
照
。

（
11
） 

こ
の
點
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
と
考
察
は
、『
白
樂
天
研
究　

詩
語

と
修
辭
』
第
九
章
白
居
易
の
喫
茶
詩
に
つ
い
て
―
茶
酒
の
詩
境
（
汲
古

書
院
、
二
〇
二
〇
三
月
）
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
12
） 「
惠
子
聞
之
而
見
戴
晉
人
。
戴
晉
人
曰
、
有
所
謂
蝸
者
、
君
知
之
乎
。

曰
、
然
。
有
國
於
蝸
之
左
角
者
、
曰
觸
氏
。
有
國
於
蝸
之
右
角
者
、
曰
蠻

氏
。
時
相
與
爭
地
而
戰
。
伏
尸
數
萬
。
逐
北
、旬
有
五
日
而
後
反
。
君
曰
、

噫
、
其
虚
言
與
。
…
…
」（『
莊
子
』
雜
篇
、
則
陽
篇
第
二
十
五
）「
…
…

人
上
壽
百
歳
、
中
壽
八
十
、
下
壽
六
十
。
除
病
痩
死
喪
憂
患
、
其
中
開
口

而
笑
者
、
一
月
之
中
、
不
過
四
五
日
而
已
矣
。
…
…
」（『
莊
子
』
雜
篇
、

盜
跖
篇
第
二
十
九
）。

（
13
） 

白
居
易
文
學
に
お
け
る
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
并
序
」
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
注
（
11
）
所
掲
書
の
第
十
章
白
居
易
「
效
陶
潛
體
詩
十
六
首
」

の
修
辭
技
法
で
詳
し
く
論
じ
た
。
本
稿
の
主
旨
と
も
關
係
す
る
の
で
、

併
せ
て
參
照
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
因
み
に
こ
の
連
作
詩
が
陶
淵

明
「
飮
酒
二
十
首
并
序
」
の
模
擬
作
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
餘
地
は
な

い
が
、
作
品
總
數
に
つ
い
て
は
「
十
六
首
」
と
「
二
十
首
」
の
如
く
齟

齬
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
點
に
關
連
し
て
井
上
一
之
『
陶
淵
明
集
の
詩

想　

説
理
と
表
現
樣
式
』
第
七
章
「
飮
酒
」
連
作
主
旨
初
探
一
九
六
頁

（
研
文
出
版
、
二
〇
二
三
年
五
月
）
で
は
、「
白
居
易
が
見
て
い
た
『
陶

集
』
に
は
、
飮
酒
十
六
首
に
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。

各
種
版
本
に
よ
っ
て
文
字
の
異
同
が
大
き
い
陶
淵
明
詩
文
の
實
態
に
即

し
て
考
え
る
と
、
興
味
深
い
見
解
で
あ
り
留
意
さ
れ
よ
う
。
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